
■ 会 長 挨 拶          髙杉 光洋君 
（藤枝・藤枝南の合同例会に付き今年度は南ＲＣ

会長の挨拶となります。） 
7 月 23 日は、2620 地区佐藤進ガバナーをお迎

えしての合同例会となりました。佐藤ガバナー、

村松ガバナー補佐、河野地区副知事様にお越し頂

きました。 
 佐藤ガバナーにおかれましては、「入りて学び入

出て奉仕せよ」のアナハイムの門をくぐって以来、

ペッツ、地区協、各クラブ公式訪問と正にお忙し

い毎日とご推察致します。 
本年度ＲＩテーマはレンド・ア・ハンドであり

ます。「手を貸そう」私たち共通の基本的本能を表

現した言葉であると感じます。親睦と奉仕をもっ

てクラブで職場で地域社会で、そして世界どこで

あろうと必要な所で手を貸そうとジョナサンＢマ

ジィアベＲＩ会長は述べております。 
 特に、年度活動方針として、家族、識字率、貧

困、保健の４つのテーマを強調されております。

藤枝ロータリークラブ、藤枝南ロータリークラブ

両クラブ共、本年度のテーマ「レンド・ア・ハン

ド」に基づき活発に活動を進めて行きたいと考え

ております。 
 テーマの中の識字率につきましては、長年諸外

国におきまして識字率の向上を目指し活躍されて

いる島田市在住の永江史郎氏がたまたま帰国され

ておられるのでクラブにお迎えし卓話を頂く予定

です。永江氏は国際協力事業団（ＪＩＣＡ）のシ

ニア海外ボランティアとして現在は、パキスタン

国立現代外国語大学の準教授として指導に当たっ 
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【ジョナサンＢ.マジィアベ】

◆Lend a Hand◆
◆手を貸そう◆

＜ソング＞君が代・ 奉仕の理想

＜ソングリーダー＞南ＲＣ 後藤一樹君

蓮華寺池公園の蓮

[写真提供 : 櫻井龍太君]

ておられる方です。 
パキスタンでの識字率は現在、男性 58％、女 

性 29％のデーターと聞いております。10 歳にな

れば、労働力とみなされてしまう国々は他にも数

多くあるとも聞いております。 
 永江氏は、長年教職についておられた方ですが、

教員退職者はもっと海外に渡り教育活動ができな

いかと言っております。もし将来らろうと思う教

員がいるなら 5 年、10 年前からその為の準備が必

要ともおっしゃっております。大変スパンの長い

話になろうかと思います。 
 本年度はロータリー創立 99 年目、関西において

は国際大会も開催され、次の 100 年事業に向かっ

てのスタート準備の重要な年度と考えます。 
 本年度の事業が単年度で終わるのではなく継続

事業としてとらえる事も必要ではないかと考える

次第です。 
 いずれにせよ皆で協力し合い 100 周年にリレー

して行きましょう。 

■ 幹 事 報 告     南ＲＣ 早川 清人君 
• 

• 

• 

地区大会事務局開設のお知らせと地区大会仮登

録のお願いが届いています。 
米山記念奨学会より米山資料が届いています。

（懸賞論文募集のお知らせ・2003 学年度補助費

送金の件・米山奨学生募集要項・米山奨学生名

簿） 
国際ロータリー第2620地区2005～2006年度ガ

バナーノミニー候補者推薦書が届いています。 
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■ 出 席 報 告        平田 宗太郎君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

34／44 77.27％ 33／44 75％ 

(１)欠席者(事前連絡とメーキャップをどうぞ) 
○杉山君 ○鈴木舜君 ○水野君 ○望月晃君 
○浅川君 ○平井君 ○望月志君 ○渡辺君 
○仲田晃君 板倉君 
(２)メーキャップ者 
渡辺 篤司君（藤枝南） 水野 義猛君（焼津南） 

■ ビ ジ タ ー             

佐藤進 第 2620 地区ガバナー 
村松義和 静岡第 5 分区ガバナー補佐 
河野富重 第 2620 地区副幹事 

■ ガバナー 公 式 訪 問 挨 拶                        

ロータリアンはもとよりその家族、及び亡くな

られた会員家族にも絶えず細やかな心配りを忘れ

ずに会員組織の強化に手を貸すことを求めていま

す。 【第 2620 地区ガバナー 佐藤 進様】 
今日はこうして素晴ら

しい伝統輝く藤枝ＲＣで

挨拶出来ます事を大変嬉

しく思います。 
公式訪問の目的はまず

ＲＩの方針とテーマを伝

え情報を提供する事です。次にクラブの運営及び

活動計画を援助し激励する、そしてクラブの運営

状況をＲＩへ報告する事です。 
午前中の会長幹事懇談会では、本年度の渡辺会

長は、私の目標に向かって全面的に協力頂けると

の事、大変感謝申し上げます。 
本年度ＲＩ会長はアフリカから選ばれた最初の

ＲＩ最高指揮者としてナイジェリア・カノ ロー

タリークラブのジョナサン・Ｂ・マジィアベ氏で

す。マジィアベ会長はロンドン大学を卒業したナ

イジェリアの上級弁護士です。数多くの役職の中

でもアフリカ地域ポリオ・プラス委員会の委員長、

ならびに国際ポリオ・プラス委員会の委員として、

全世界でのポリオ撲滅運動の為の全世界での活動

に活躍されています。 
さて、今年度のＲＩ会長のテーマは「Lend a 

hand」です。このテーマは昨年度のビチャイ・ラ

タクル会長の「Sow the Seed of Love」のテーマと

深い繋がりを持つもので、共に分かりやすい内容

だと思います。そしてラタクル会長の種を播く行

為から今年度のマジィアベ会長は更に「Lend a 

hand」「手を貸そう」で「行動を起こす」事を強く

求めています。 

優位に立つ人間にありがちな“憐れみをもって

何かを施す”と言った自己満足的な押しつけの援

助ではなくこの地球に生きる同じ人間として相手

の人格や意思を尊重した上での援助、行動がもと

められているものと理解しています。 

マジィアベ会長はこのテーマをロータリーの四

大奉仕に当てはめて私達に説明しています。 

① あなたのクラブに手を貸そう 

② あなたの天職で手を貸そう 

職業を通じて自己を高め、高い倫理規範を保持

すると同時に後継者の養成や若年労働者達の指導

に手を貸すことを求めています。 

③ あなたの地域社会に手を貸そう 

地域社会のニーズを査定し、我々の職業を切り

口としてロータリー活動を通じて改善出来ること

から手を貸すことを求めています。 

④ 世界に手を貸そう 

世界における最貧困層に対する基本的生活条件達

成の為に手を貸すことを求めています。 
そして特に今年度の重点的な実施事項としてマ

ジィアベ会長は四つの強調事項を掲げています。 

① ロータリアン家族への配慮 

② 識字及び教育推進 
③ 貧困緩和の推進 
④ 保健問題対応 

これは①については、ロータリー活動は家族の

理解があってこそ成り立つもの、それ故にロータ

リアンのみならず、その配偶者、家族にまで温か

い思いやりをもって接することによりクラブ内の

より良い雰囲気づくり、またそれを育む方法を多

く見出して欲しいという願いだと思いますし、②、
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③、④については、貧困、非識字、病気などで、

豊かな国々では考えられない状況が世界の各地域

にあることに目を向け、緊急な、そして集中的な

対応が必要だと言う考えからだと思います。 

今年度の第 2620 地区での私の方針としては 

「地域と共に生き、思いやりの心を持って、  

手を貸そう」を柱にしてＲＩのテーマのもとにそ

して中野直前ガバナーの地区方針をも引き続いて

堅持し、更に具体化を図りつつ私の強調事項を 4

つほど掲げたいと思います。 

 

最後に 11 月 8・9 日の地区大会（於 甲府アピオ）

では「創造・夢をかたちに」のテーマのもと、記

念講演にはミズノ㈱社長 水野正人氏を招いて、

「スポーツが地球を救う！～21 世紀のスポーツ

の役割」と題して講演をして頂く事になっており

ます。甲府西ロータリークラブ会員全員で皆様を

お待ち申しあげております。どうぞ多くのロータ

リアンのご参加をお願いいたします。 

① レディース・プログラム推進担当（拡大増強

委員会） 

② ロータリアン家族委員会の設置（クラブ奉仕

委員会） 
③ 貧困緩和、識字及び教育推進、保健問題対応

委員会（国際奉仕委員会） 
④ 富士山を世界遺産に！？ 
①については 1989年ロータリーへの女性入会が

認められて以後、各国には女性ガバナーも誕生し

私の年度には 43 名居ります。クラブに於ける性差

意識の払拭と言うことばかりではなく、女性会員

増強に向け会員相互における認識を深めロータリ

アンとしての資質を持つ会員候補者をより広い視

野と観点を持ち精査・発掘していく事です。 
②については配偶者、ご家族の方々にもロータ

リーについての見識を開いてもらえる様、多くの

行事に参加出来る場をつくって頂き、ロータリア

ンは世界平和の為に素晴らしい活動をしているの

だという事を理解してもらい、積極的な支援をも

らえる様お願いいたします。 

③についてはＲＩのテーマそのものです。世界

では幾百万という人々が貧困のどん底の生活をし

ています。そして貧困からは絶望が生まれ、それ

から脱するには希望しかありません。その希望と

は教育です。教育を身につけた人間は自らの知識

と才を持って自らの貧困、疾病から脱するための

術を勝ち得るはずです。私達はそれに手を貸そう

じゃありませんか。 
④については一朝一夕で成しえるものではあり

ませんが、日常「富士山」に見守られて生きてい

る我々の「ドリーム」として今後の課題にしてい

きたいと思います。 

そして又 2004 年 5
月 23 日～26 日には

「国際ロータリー

2004 年国際大会（関

西）」が大阪で開催さ

れます。日本で 27 年

振りに開催される国際大会です。こちらの方も積

極的に参加して頂き成功裏に終了出来ます様ご協

力をよろしくお願いいたします。 
本年度が皆様にとって大切な思い出が心に残る

素晴らしい一年でありますようご健勝でご活躍を

されますようお祈りいたします。 
 

             (担当／石垣) 
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